
言葉－励ましを受けたことから 
   校長 齋藤幸之介

過日実施いたしました学校公開に際しま

しては、保護者や御家族の方々に多数御参

観いただきましたことに改めて御礼申し上

げます。併せて、多くの方々にアンケートを

お寄せいただきましたことに感謝を申し上

げます。公開予定の伝え方、実施した学習活

動のあり方、会場の設定など、多岐に亘る御

意見を頂戴しました。コロナ禍であること

を踏まえつつ、さらに改善できる点を探っ

てまいりたいと思います。 

 

励まされること 

そんな中、次のような御意見を頂戴いた

しました。 

「大人がわかりきっていることを小さな子

に教えるのは時間がかかりますが、教え

る技術をみせていただきました。」 

私共はかねてより、「Festina Lente」と言

い、「ゆっくり急げ」を念頭に置いて取り組

んでいます。効率化が求められる昨今にあ

りながら、子供たち一人一人の成長の仕方

に添いながら、焦らずに取り組もう、と考え

ています。しかし、一方で限られた時間内で

成果を上げることも私共の使命、と考える

ならば、正直気持ちが揺れることも少なく

ありません。 

ですので、御紹介をした御意見を頂戴し

たときには、深く感謝をしたとともに、さら

に前進していこう、という強い気持ちをも

つことができました。 

そして、言葉のもつ力、もっと言えば魔法

のような力に気付くことができました。 

 

子供たちが言葉を自分のものにすること 

言葉には、例えば、「これはりんご」や「あ

れはいちご」などと物を明らかにする働き、

同時に「赤くて丸いりんご」「やや黄緑がか

っていて少し長細いりんご」などと区別す

るはたらき、そしてものだけでなく人の思

いや考えを理解するための働きがある、と

捉えることができます。 

また、言葉は、単に音だけで子供たちの中

に身に付けられるものではなく、関わる人

が大きな影響を与えます。例えば、親と感情

を共有したり、その時々の周囲の様子を共

に感じたりすることが基になる、というこ

とです。かつて私を御指導くださった先達

から「言葉がまだ豊かに発せられない幼児

には、例えばきれいな花を摘んで見せにき

たときに「きれいだね」と伝えながら、「快」

の言葉を伝えることが大切」と学びました。 

 しかし、年齢を重ねるに従って言葉によ

る活動を活発に行って言語能力を伸ばして

いく一方で、「うつろな」、つまり中身がなく

てむなしさすら感じる言葉がとびかうこと

によって人間が疎外される、という指摘も

あります。このことが、例えば今から４０年

以上も前に言われていたことに驚きます。

そして、改めて教育の大切さを感じるとこ

ろでもありますが、いかがでしょうか。 

 

言葉で伝え、言葉を受け止めるために 

今号で研究主任 齊藤翔太教諭も紹介し

ておりますが、本校では朝学習の時間を活

用して「ことばタイム」に取り組んでいます。

各学年の発達や学習経験に応じて「考えや

気持ちを伝える言葉」を学んでいます。「ほ

っとする」「さっぱりする」「気に入る」とい

った言葉が教室から聞かれます。単に意味

を明らかにするだけでなく、文を作成しな

がら言葉のもつイメージなどをつかみ、相

手にどのように伝わるのかを考えます。少

しずつ語彙を増やしながら、自分の思いや

願いを伝えられるようにすること、また例

えば文学作品等を読む際には特に大切にな

る言葉を確実に味わいながら読み深めてい

くことに繋げていきたいと考えています。 

そして、何より、互いが快い気持ちになれ

るよう、相手を励ます言葉を使える子にな

ってほしい、と改めて思っています。 
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